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公立鳥取環境大学の令和８年度入試実施状況と令和７年度就職活動状況について 

令和８年５月２１日 

教 育 学 術 課 

 公立鳥取環境大学の令和８年度入試と令和７年度就職活動の結果がまとまりましたので、報告します。 

１ 入試実施状況 
○志願倍率は3.6倍(令和７年度4.3倍)と減少した。環境学部は3.8倍（令和7年度3.1倍）と上昇したが、
経営学部の志願倍率が3.4倍（令和７年度5.5倍）となった。 

○入学者の県内割合は23.5％（令和７年度21.6％）と上昇した。環境学部は19.4％(令和７年度16.0％)、
経営学部は27.7％（令和７年度27.3％）といずれも上昇した。 

学  部  名 環境学部 経営学部 合  計 ※( )は充足率 

年   度 R８年度 R７年度 R８年度 R７年度 R８年度 R７年度 

募集人員(A) 150 名 150 名 150 名 150 名 300 名 300 名 

志願者数(B) 565 名 461 名 505 名 829 名 1,070 名 1,290 名 

 うち県内 (B’) 94 名 60 名 154 名 188 名 248 名 248 名 

県内割合 (B’/B) 16.6％ 13.0％ 30.5％ 22.7％ 23.2％ 19.2％ 

志願倍率(B/A) 3.8 倍 3.1 倍 3.4 倍 5.5 倍 3.6 倍 4.3 倍 

入学者数(C) 160 名 163 名 159 名 165 名 319 名(106.3%) 328 名(109.3%) 

 うち県内 (C’) 31 名 26 名 44 名 45 名 75 名 71 名 

県内割合 (C’/C) 19.4％ 16.0％ 27.7％ 27.3％ 23.5％  21.6％ 

２ 就職活動状況 
○令和７年度卒業者の就職率は98.4％（令和６年度98.8％）と引き続き高水準であった。また、県内企
業就職率は22.0％（令和６年度20.0％）と前年度より2.0ポイント増加した。 

（令和８年５月１日現在） 

学 部 名 環境学部 経営学部 合計 

年    度 R7 年度 R6 年度 R7 年度 R6 年度 R7 年度 R6 年度 

卒  業  者 ( A ) 145 名 142 名 143 名 133 名 288 名 275 名 

就 職 希 望 者 ( B ) 119 名 122 名 130 名 126 名 249 名 248 名 

 うち県内出身者 26 名 17 名 33 名 38 名 59 名 55 名 

就  職  者 ( C ) 118 名 121 名 127 名 124 名 245 名 245 名 

 
うち県内企業 (C’) 25 名 19 名 29 名 30 名 54 名 49 名 

県内割合 (C’/C) 21.2％ 15.7％ 22.8％ 24.2％ 22.0％ 20.0％ 

就 職 率(C/B ) 99.2％ 99.2％ 97.7％ 98.4％ 98.4％ 98.8％ 

※公立化以降の県内入学率、県内就職率の状況                  （単位：％） 

区分 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 

県内入学率 21.7 12.0 18.9 14.1 14.7 14.8 15.7 16.0 21.3 22.6 23.4 21.2 21.6 23.5 

県内就職率 42.0 32.1 21.6 22.9 10.1 23.7 23.4 14.3 16.5 21.5 19.1 20.0 22.0  

    ※Ｈ27に公立化後最初の卒業生が就職 

３ 今後の対応 

（１）県内入学率向上のための取組 

 〇受験生に選ばれる大学を目指し、学生の成長実感を高めるため教育方法やカリキュラムを変更する

ほか、学生に教育内容が伝わりやすい学部・学科への再編に取り組んでいる。 

○県内の高校生や保護者向けのパンフレット配布等に加え、新たにマスコミへの情報発信の強化や学

生による情報発信などに取り組み、県内学生を対象とした推薦入試制度や大学の特色、県内での学

生の活動等について知っていただき、進学先としての大学の認知度を高める。 

○県内高等学校長や県教育委員会との意見交換のほか、大学生が直接高校に出向いて交流する学生目

線の高大連携に取り組み、公立鳥取環境大学への理解を深めていただき、県内志願者増へ繋げる。 

（２）県内就職率向上のための取組 

○ふるさと鳥取県定住機構と連携を継続し、県内企業に就職した卒業生と学生の懇談会や企業見学バ

スツアー等を開催するとともに、同機構の職員や大学が配置した「とっとり就職支援員」が定期的

に学生支援個別面談を行うことにより学生の県内企業への関心を深め、県内就職に繋げる。 

○一般の公務員講座に加え、環境大学教員による農林水産技術系公務員対策を実施し、県内技術系公

務員を目指す学生を支援する。 

○令和６年５月に締結した「地域を担う人材の育成及び定着推進に関する協定」に基づく各高等教育

機関と県との意見交換や、学生のとっとりインターンシップ参加や学生等へのとっとりの魅力発信

等のため開催される「とっとりワクスタFES」への参画を通じ、県内就職率の向上を推し進める。 
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